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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
様
々
な
ド
ラ

マ
が
生
ま
れ
る
。

今
回
の
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

親
子
二
人
三
脚
で

メ
ダ
ル
を
勝
ち
取

っ
た
選
手
も
い
た
。
冬
の
ス
ポ

ー
ツ
は
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か

せ
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

環
境
や
雪
を
求
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
だ
か

ら
選
手
も
両
親
や
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
人
に
感
謝
を
述
べ
て

い
た
。
も
ち
ろ
ん
選
手
が
小
さ

い
頃
か
ら
の
練
習
、
努
力
の
結

果
で
も
あ
る
。
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
▼
今
回
ミ
ラ
ノ
五
輪

は
分
散
開
催
で
行
わ
れ
た
。
新

た
な
施
設
を
作
ら
ず
、
費
用
を

抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
雪

を
求
め
て
と
い
う
事
情
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
実
際
イ
タ
リ
ア

の
ス
キ
ー
場
に
は
雪
が
少
な

く
、
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。

ミ
ラ
ノ
五
輪
で
の
人
工
雪
の
使

用
率
は
８５
％（
北
京
五
輪
で
は
、

な
ん
と
１
０
０
％
）
だ
っ
た
そ

う
だ
。
現
在
冬
季
パ
ラ
五
輪
は

３
月
の
開
催
だ
が
、
雪
が
溶
け

て
競
技
が
困
難
な
た
め
、
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
と
も
に
前
倒

し
の
開
催
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
、

マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
開
始
時
刻
の

変
更
等
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
だ
▼
今
世
界
は
、
ア
メ
リ
カ

の
パ
リ
協
定
か
ら
の
脱
退
な
ど

気
温
変
動
の
改
善
か
ら
後
ろ
向

き
の
状
態
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
今
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け

で
は
な
く
、
我
々
の
生
活
に
多

大
な
変
化
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必

至
で
あ
る
。
世
界
、
国
レ
ベ
ル

も
重
要
だ
が
、や
は
り
今
一
度
、

我
々
ひ
と
り
ひ
と
り
も
環
境
に

配
慮
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

重
要
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

（
Ａ
Ｓ
）

神奈川県保険医協会会員数
（3月18日現在）

6,526名
医科：3,960名  歯科：2,566名

※協会未入会の方をご紹介ください。

ご連絡は、協会組織部まで。

田中麻衣子
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円
滑
な
請
求
の
た
め
必
須
化
撤
回
を

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
語
る

震
災
か
ら
１５
年

薬
剤
５
割
負
担

薬
剤
５
割
負
担

一
部
保
険
外
療
養

日
常
医
療
に
「
特
別
の
料
金
」

「
薬
の
保
険
外
し
」
法
案
を
閣
議
決
定

横浜支部 大人の社会科見学“日産自動車工場”横浜支部 大人の社会科見学“日産自動車工場”

短時間・高品質の秘訣短時間・高品質の秘訣

　横浜支部は3月5日、大人の社会科見学

「日産自動車の工場見学」を開催。日産

自動車横浜工場で行い、11名が参加した。

　当日は、日産自動車発祥の地である横

浜工場で、最新型のエンジンの組み立て

ラインを見学。ロボットと作業員がそれ

ぞれ得意な作業を分担し、短時間で高品

質のエンジンを生産している様子が間近

で確認できた。

　また、2025年8月に生産終了した高級スポーツカー

GT-Rのエンジンの組み立ては、匠と呼ばれる職員によ

って手作業で行われていたということで、実際に二つ

の部品の隙間を、工具を用いて手の感触を頼りに調整

する体験も行った。

　日産設立時の旧本社ビルを再利用したゲストホール

では、日産自動車の歴史や歴代

のエンジン、ミニチュアカーの

展示を楽しんだ。

集合写真

エンジンの展示

　

「
薬
の
保
険
外
し
」
を
含
ん
だ
健
康
保
険
法
等
改
定
案
が
３
月
１３
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
鼻
炎
、
胃
痛
、
痛
み
止
め
、
肩
こ
り
、

風
邪
症
状
な
ど
、
日
常
的
な
医
療
に
用
い
る
医
療
用
医
薬
品
の
一
部
に
つ
い

て
、「
特
別
の
料
金
」（
薬
剤
料
の
４
分
の
１
）
を
上
乗
せ
し
、
患
者
負
担
を

求
め
る
こ
と
に
な
る
案
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

そ
の
名
は
「
一
部
保
険
外
療

養
」。
市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
と

の
代
替
性
を
口
実
に
、
７７
成
分

約
１
千
１
０
０
品
目
の
医
療
用

医
薬
品
を
、
患
者
の
薬
剤
負
担

を
約
５
割
と
す
る
。
患
者
負
担

は
増
え
る
が
医
療
機
関
の
収
入

が
増
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
受
診
控
え
が
懸
念
さ
れ

る
。
政
府
は
来
年
３
月
の
開
始

を
目
指
す
。

　

当
制
度
は
、
保
険
外
併
用
療

養
の
第
四
類
型
に
位
置
づ
く
。

「
要
指
導
医
薬
品
又
は
一
般
用

医
薬
品
と
の
代
替
性
が
特
に
高

い
薬
剤
を
用
い
た
療
養
〝
そ
の

他
〟
（
中
略
）
の
う
ち
一
部
を

保
険
給
付
の
対
象
と
し
な
い
も

の
と
す
る
療
養
」
と
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
代
替
性
の
高
い
薬
剤

の
み
に
限
定
は
さ
れ
て
い
な

大
さ
せ
る
よ
う
主
張
す
る
声
が

あ
が
っ
た
。
こ
う
し
た
主
張
を

部
会
長
が
法
案
に
反
映
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
を
条
件
に
、
法

案
へ
の
対
応
を
一
任
。
さ
ら
に

翌
日
の
政
調
役
員
会
で
は
政
調

会
長
に
対
応
を
一
任
し
、
法
案

審
議
の
際
に
政
府
の
姿
勢
を
確

認
す
る
方
向
だ
。

　

健
保
法
等
改
定
案
に
は
、
こ

の
他
、
▽
高
額
療
養
費
の
年
間

上
限
の
新
設
等
、
▽
７５
歳
以
上

の
窓
口
負
担
に
株
式
配
当
等
の

金
融
所
得
を
反
映
さ
せ
る
仕
組

み
、
▽
出
産
費
用
を
保
険
で
全

額
賄
う
新
制
度
―
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
悼
み
、
避
難

し
た
人
の
想
い
を
繋
ぐ
「
３
・
１０
東
日
本
大

震
災
か
な
が
わ
追
悼
の
夕
べ
」
が
３
月
１０
日

に
横
浜
市
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
さ
れ
、

約
２
５
０
名
が
参
加
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
想
い
を
キ
ャ
ン
ド
ル
に
手
書
き
で
綴

り
、
犠
牲
者
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
ト
ー
ク
で
は
、
帰
還
困
難
区
域

で
あ
る
福
島
県
浪
江
町
津
島
地
区
の
元
住
民

の
女
性
が
、
解
体
費
用
助
成
の
期
限
が
迫
る

中
、
後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
る
思
い
で
自
宅
解
体

に
踏
み
切
っ
た
経
緯
を
紹
介
。「
ふ
る
さ
と
と

は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
。
元
に
戻
る
こ

と
は
も
う
な
い
」
と
失
っ
た
哀
し
み
を
吐
露

し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
こ
の
ほ
か
、
被
災
地
に

残
さ
れ
た
家
畜
を
描
い
た
山
内
若
菜
氏
（
画

家
）
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
、
篠
笛
演
奏
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
カ
テ
リ
ー
ナ
氏
に
よ
る

バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
楽
器
）

の
弾
き
語
り
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
同
追
悼
の
夕
べ
は
当
会
と
反
核
医

師
の
会（
核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
）

が
例
年
賛
同
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

い
。
保
険
医
療
か
ら
一
部
を
保

険
外
に
す
る
仕
組
み
が
、
制
度

化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
患
者

負
担
を
実
質
的
に
拡
大
す
る

「
打
ち
出
の
小
槌
」と
な
り
得
る
。

　

「
特
別
の
料
金
」
の
計
算
方

法
は
、
長
期
収
載
品
の
選
定
療

養
化
で
薬
剤
１０
割
超
負
担
が
出

現
し
た
も
の
と
同
様
の
、
薬
価

点
数
計
算
ル
ー
ル
を
用
い
る
と

想
定
さ
れ
る
。
低
薬
価
薬
剤
で

矛
盾
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

子
ど
も
や
が
ん
患
者
、
難
病

患
者
な
ど
に
は
配
慮
措
置
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　

国
会
提
出
に
先
立
ち
、
自
民

党
厚
労
部
会
で
は
慎
重
意
見
も

あ
り
、
再
審
査
と
な
っ
た
。
他

方
で
前
の
め
り
な
の
は
維
新

だ
。
維
新
厚
労
部
会
で
は
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
（
医
療
用
医
薬
品
）

の
保
険
除
外
範
囲
を
確
実
に
拡

　

医
療
情
報
部
は
２
月
１９
日
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ
関
連
ア
ン

ケ
ー
ト
表
示
の
運
用
改
善
に
関

す
る
要
請
書
」
と
題
し
た
書
面

を
、
藤
田
倫
成
部
長
名
で
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
理
事

長
あ
て
に
提
出
し
た
。

　

こ
れ
は
社
会
保
険
へ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
時
に
直
接
関
係
の

な
い
医
療
Ｄ
Ｘ
に
係
る
ア
ン
ケ

ー
ト
が
表
示
さ
れ
、「
回
答
し

な
い
」
を
含
め
〝
何
ら
か
の
回

答
〟
を
し
な
い
と
レ
セ
プ
ト
請

求
で
き
な
い
こ
と
な
ど
に
対

し
、
円
滑
に
行
わ
れ
る
べ
き
請

求
事
務
の
負
担
に
な
っ
て
い
る

と
し
て
、
回
答
操
作
を
必
須
と

し
な
い
こ
と
な
ど
を
求
め
た
も

の
。
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
実
質

的
に
強
要
さ
れ
る
中
、
協
会
に

は
会
員
医
療
機
関
か
ら
た
び
た

び
不
満
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
声
を
代
弁
す
る
た
め
医
療

情
報
部
と
し
て
対
応
を
行
っ

た
。

　

要
請
書
で
は
、
保
険
医
療
機

関
に
お
け
る
診
療
報
酬
の
請
求

事
務
を
、「
法
令
に
基
づ
く
義

務
的
手
続
で
、
そ
の
遂
行
は
円

滑
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
で

あ
り
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
対

応
を
必
須
と
す
る
現
行
の
運
用

は
、
業
務
負
担
の
増
加
や
医
療

機
関
職
員
同
士
の
不
要
な
ト
ラ

ブ
ル
の
も
と
に
な
り
か
ね
な

い
」
と
指
摘
。

　

そ
の
上
で
、
▽
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
操
作
を
必
須
と
し
な
い
こ

と
、
▽
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
場
合
は
メ
ー
ル
等
で
の
連
絡

と
し
、
請
求
作
業
と
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
を
明
確
に
分
離
す
る
こ

と
―
な
ど
を
求
め
た
。

　

な
お
、
現
時
点
で
支
払
基
金

か
ら
同
要
請
書
へ
の
連
絡
は
届

い
て
い
な
い
。

当日の様子

東日本大震災かながわ追悼の夕べ



　税対経営部は2月26日に「カルテ開示の対応」をテーマに
研究会を協会会議室・WEB併用で開催した。
　講師は協会顧問弁護士の小賀坂徹氏（馬車道法律事務所）
が務め、75名が参加した。日頃からカルテ開示に関しての
問合せは多いため、事務局が受けた相談内容を事前に講師へ
提供し、研究会の中で話題提供する形式を採用した。
　開示は、請求者（患者本人・家族・遺族・公的機関等）に
よって対応が変わってくるため、まずは医療従事者が知って
おくべき個人情報保護法の内容を確認し、そ
の後は現場での実際の対応について幅広く解
説した。研究会内では、厚生労働省と個人情
報保護委員会による「医療・介護関係事業者
における個人情報の適切な取扱いのためのガ
イダンス」とその事例集も参考資料として挙
げられた（右記QRコード）。当日の動画は会
員ページにて公開中（右上QRコード）。

　2月26日、協会は「薬の追加負担反対」
宣伝行動をイセザキモールにて実施した。
協会からは二村副理事長・藤田理事が参加
し、県内の社保協加盟団体から6団体12名
が協力した。
　定期の宣伝行動として初めて「OTC類似
薬の追加負担に反対する」署名の普及に取
り組み、署名は20筆を集約、解説チラシや
署名用紙を折り込んだポケットティッシュ
を400個配布した。街頭スピーチでは、５
割まで薬剤の患者負担が拡大すること、こ
の施策によって軽減される社会保険料はご
くわずかであることを訴えた。市民の多く

は驚きを示すなど、薬
の負担増計画について
市民からの認知度の低さが明らかとなった。

2.26「薬の追加負担反対」宣伝行動2.26「薬の追加負担反対」宣伝行動
市民から驚きの声も市民から驚きの声も

スタッフセミナースタッフセミナー
カルテ開示時の対応を確認カルテ開示時の対応を確認

藤田理事

　

歯
科
研
究
部
は
３
月
５
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
ど
う
や
っ

て
下
顎
総
義
歯
を
落
ち
着
か
せ

る
？
〜
下
顎
総
義
歯
の
安
定
の

た
め
に
必
要
な
デ
ン
チ
ャ
ー
ス

ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
と
実
際

〜
」
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
開
催
。
講
師
は
つ
な
か

わ
歯
科
医
院
・
綱
川
周
平
氏
が

務
め
、１
８
１
名
が
参
加
し
た
。

事
後
抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

近
年
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
難
症
例
の
総
義
歯
患
者
は
増

加
し
て
お
り
、
特
に
下
顎
総
義

歯
の
安
定
は
日
常
臨
床
に
お
け

る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
顎
総
義
歯
で
は
「
は
ず

れ
る
」、「
浮
く
」、「
痛
い
」、「
咬

め
な
い
」
と
い
っ
た
問
題
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。本
講
演
で
は
、

下
顎
総
義
歯
の
安
定
に
必
要
な

基
本
的
な
考
え
方
と
デ
ン
チ
ャ

ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
お
よ

び
臨
床
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
下
顎
総
義
歯
が
不
安

定
と
な
る
原
因
と
し
て
、
①
床

形
態
の
不
備
、
②
下
顎
位
の
設

定
の
不
備
、③
咬
合
調
整
不
足
、

④
不
安
定
な
上
顎
義
歯
の
影
響

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
①
床

形
態
で
は
レ
ト
ロ
モ
ラ
ー
パ
ッ

ド
周
囲
お
よ
び
舌
側
の
辺
縁
封

鎖
が
重
要
で
あ
り
、
解
剖
学
的

指
標
を
考
慮
し
た
概
形
印
象
、

模
型
上
で
の
床
形
態
設
計
、
口

腔
内
で
の
辺
縁
調
整
の
必
要
性

を
説
明
し
ま
し
た
。
②
下
顎
位

の
設
定
で
は
咬
合
高
径
や
仮
想

咬
合
平
面
が
下
顎
位
に
影
響
す

る
こ
と
を
示
し
、
骨
格
に
合
っ

た
咬
合
採
得
の
重
要
性
を
解
説

し
ま
し
た
。
③
咬
合
調
整
で
は

両
側
性
平
衡
咬
合
を
付
与
す
る

こ
と
で
義
歯
の
安
定
を
図
る
必

要
性
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

④
上
顎
義
歯
が
不
安
定
な
場
合

に
は
咬
合
が
安
定
せ
ず
下
顎
に

症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
上
顎
義
歯
の
安
定
も
重
要

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー

ス
義
歯
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

は
、
も
と
も
と
歯
や
歯
槽
骨
、

周
囲
軟
組
織
が
存
在
し
て
い
た

位
置
を
指
し
、
こ
の
位
置
を
基

準
と
し
て
義
歯
を
設
計
す
る
こ

と
で
舌
房
を
確
保
し
な
が
ら
安

定
し
た
義
歯
を
作
製
で
き
ま

す
。
外
斜
線
や
顎
舌
骨
筋
線
な

ど
の
解
剖
学
的
指
標
を
参
考
に

水
平
的
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
推
定
し
、
顔
貌
や
骨
格
を
考

慮
し
て
垂
直
的
デ
ン
チ
ャ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
決
定
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
口
腔
周
囲
筋
の
機

能
を
義
歯
の
維
持
・
安
定
に
利

用
す
る
設
計
や
印
象
採
得
か
ら

最
終
義
歯
製
作
ま
で
の
治
療
の

流
れ
と
ポ
イ
ン
ト
を
、
症
例
を

通
し
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

本
講
演
が
、
先
生
方
の
日
常

臨
床
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

講師の綱川氏

　

今
年
度
中
に
県
内
す
べ
て

の
市
町
村
で
小
児
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
年
齢
が
18
歳

に
拡
充
さ
れ
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
横
浜
市
は
対
象
年
齢

を
６
月
か
ら
拡
充
。
川
崎
市

は
９
月
か
ら
対
象
年
齢
を
拡

充
し
、
小
４
以
降
に
か
か
る

通
院
１
回
５
０
０
円
の
一
部

負
担
金
を
撤
廃
す
る
。
ま
た

相
模
原
市
は
、
２
０
２
７
年

４
月
か
ら
中
学
生
以
降
に
か

か
る
通
院
１
回
５
０
０
円
の

一
部
負
担
金
と
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
27
年
度
に
は
県

内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
18

歳
ま
で
、
所
得
制
限
な
く
、

一
部
負
担
金
な
し
に
通
院
が

可
能
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
川
崎
市
の
対

象
年
齢
は
中
学
卒
業
ま
で
、

小
学
生
か
ら
一
部
負
担
金
を

徴
収
す
る
県
内
唯
一
の
自
治

体
で
あ
り
、
対
象
年
齢
・
一

部
負
担
金
い
ず
れ
の
基
準
も

県
内
ワ
ー
ス
ト
だ
っ
た
。

　

協
会
川
崎
支
部
も
加
盟

し
、市
内
で
開
業
す
る
医
師
・

歯
科
医
師
と
保
護
者
ら
で
組

織
す
る
「
川
崎
市
こ
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
連

絡
会
（
川
崎
こ
ど
も
連
絡

会
）」
は
こ
の
間
、
川
崎
市

の
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

「
一
部
負
担
金
５
０
０
円
の

撤
廃
」
と
「
対
象
年
齢
18
歳

ま
で
の
引
き
上
げ
」
の
２
点

を
求
め
て
陳
情
署
名
の
集
約

に
取
り
組
み
、
５
カ
月
間
で

計
８
千
６
６
６
筆
を
集
約
し

た
。
こ
の
陳
情
が
昨
年
７
月

の
文
教
委
員
会
に
て
「
趣
旨

採
択
」
さ
れ
た
。
議
会
で
は

す
で
に
東
京
都
と
の
間
に

「
多
摩
川
格
差
」が
あ
り
、「
負

担
の
公
平
性
」、「
適
正
な
受

診
の
た
め
」
と
し
た
５
０
０

円
の
負
担
金
の
考
え
方
は
も

う
古
い
、
誰
も
が
受
診
で
き

る
環
境
こ
そ
必
要
と
い
う
意

見
が
出
た
。
当
初
、
市
長
は

「
助
成
は
国
が
や
る
べ
き
で

あ
り
、
自
治
体
間
競
争
は
す

べ
き
で
な
い
」
と
制
度
拡
充

に
否
定
的
で
あ
っ
た
。

　

昨
年
度
の
決
算
で
市
は
65

億
円
の
黒
字
で
あ
り
、
一
部

負
担
金
を
撤
廃
し
対
象
年
齢

を
18
歳
ま
で
拡
充
し
た
場
合

に
関
わ
る
追
加
費
用
は
年
約

13
億
円
で
あ
る
と
の
試
算
を

示
し
た
。
川
崎
こ
ど
も
連
絡

会
は
各
党
と
懇
談
し
て
、
助

成
拡
充
に
よ
る
早
期
受
診
で

疾
病
の
重
症
化
が
防
げ
る
こ

と
、
他
の
市
町
村
の
統
計
か

ら
も
助
成
に
よ
る
受
診
増
は

一
時
的
で
あ
る
こ
と
、
都
内

な
ど
へ
の
子
育
て
世
代
の
人

口
流
失
を
防
ぐ
に
は
今
し
か

な
い
と
訴
え
た
。
そ
の
後
自

民
・
公
明
を
含
め
た
４
会
派

か
ら
市
長
へ
の
小
児
医
療
費

助
成
制
度
拡
充
の
要
望
書
が

出
さ
れ
、
今
回
の
市
長
の
決

断
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

川
崎
こ
ど
も
連
絡
会
は
１

９
９
３
年
５
月
の
発
足
以

来
、
請
願
・
陳
情
署
名
の
集

約
や
議
員
懇
談
、
川
崎
市
長

に
宛
て
た
直
筆
コ
メ
ン
ト

「
私
の
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
」

の
集
約
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、
川
崎
市
へ
制
度
拡
充
の

必
要
性
を
求
め
続
け
、
対
象

年
齢
は
少
し
ず
つ
拡
充
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
県
下
で
は

最
も
遅
れ
て
い
た
。
直
筆
コ

メ
ン
ト
の
中
に
は
、
身
体
が

弱
く
、
通
院
が
多
い
こ
ど
も

が
い
る
家
庭
で
「
医
療
費
が

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
」
と

の
訴
え
も
あ
り
、
制
度
拡
充

は
悲
願
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
で
県
内
の
こ
ど
も
達

は
18
歳
ま
で
医
療
機
関
受
診

時
に
経
済
的
な
格
差
や
負
担

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
く

な
る
。
今
後
、
こ
の
動
き
を

全
世
代
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
医
療
費
の
窓
口

負
担
「
ゼ
ロ
の
会
」
の
願
い

で
あ
る
。
会
員
の
先
生
方
の

運
動
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

小
児
医
療
費
助
成
、県
内
18
歳
ま
で
拡
充
へ

川
崎
市
民
の
悲
願
、

よ
う
や
く
届
く

ど
う
や
っ
て
下
顎
総
義
歯
を
落
ち
着
か
せ
る
？

　

〜
下
顎
総
義
歯
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な

デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
と
実
際
〜

事後抄録 歯
科
臨
床
研
究
会

歯
科
臨
床
研
究
会

第
32
期
第
13
回
理
事
会　

２
月
26
日
（
木
）

〈
役
員
29
名
、出
席
22
名（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
４
名
）〉

【
議
長
報
告
】

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
答
申
を
受
け
、
情
勢

討
論
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
議

論
し
た
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
引
き
上
げ
や
物
価
対

応
料
が
新
設
さ
れ
る
一
方

で
、
医
科
に
お
い
て
は
初
診

料
据
え
置
き
、
再
診
料
は
１

点
引
き
上
げ
、
歯
科
は
初
診

料
５
点
、
再
診
料
１
点
の
引

き
上
げ
に
留
ま
っ
た
。今
回
、

特
に
基
本
診
療
料
の
引
き
上

げ
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
地
域
医
療
の
窮
状
を

打
開
す
る
た
め
に
は
不
十
分

な
改
定
で
あ
る
と
い
う
意
見

が
多
数
を
占
め
、
現
状
に
対

し
間
髪
入
れ
ず
医
療
運
動
部

会
を
中
心
に
声
明
文
を
出
す

べ
き
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　

医
療
政
策
研
究
室
の
理
事

会
向
け
レ
ポ
ー
ト
（
Ｎ
Ｏ
・

44
）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

受
診
施
設
（
医
療
法
上
は
医

療
提
供
施
設
と
分
類
）
の
問

題
を
取
り
上
げ
た
。
営
利
企

業
が
医
療
提
供
施
設
を
容
易

に
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
問
題
視
し
た
内
容

で
あ
る
。
医
師
の
指
示
の
も

と
で
看
護
師
が
医
療
行
為
を

行
う
、D to P with N

（
医

師
―
患
者
・
看
護
師
）
も
認

め
ら
れ
、
今
後
の
動
向
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
議
長
・
湯
浅
○医
）

二村副理事長
研究会動画
会員ページ
のログイン
が必要です。

ガイダンス 事例集

保険医新聞
バックナンバーあります
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「
継
続
的
に
賃
上
げ
を
行
う
医
療
機
関
」
は

よ
り
高
い
ベ
ア
評
価
料

よ
り
高
い
ベ
ア
評
価
料 

を
算
定
可

電
子
的
診
療
情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
、

電
子
的
診
療
情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
、

届
出
医
療
機
関
は

届
出
医
療
機
関
は

明
細
書
発
行
体
制
加
算
が
算
定
不
可
に

明
細
書
発
行
体
制
加
算
が
算
定
不
可
に

診
療
報
酬
改
定  

告
示
・
通
知
発
出

医
科
歯
科
共
通

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

未
届
出
で
も「
継
続

的
に
賃
上
げ
を
行
う

医
療
機
関
」
に

　

中
医
協
の
答
申
で
、
外
来
・

在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

（
Ⅰ
）、
（
Ⅱ
）
（
歯
科
外
来
・
在

宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
含

む
。
以
下
「
ベ
ア
評
価
料
」
）

に
つ
い
て
「
継
続
的
に
賃
上
げ

を
行
う
医
療
機
関
」
は
通
常
の

点
数
よ
り
も
高
い
点
数
が
算
定

で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た

（
保
険
医
新
聞
２
月
２５
日
号
参

照
）
。

　

告
示
・
通
知
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
ら
は
①
２
０
２
６
年
３
月
末

時
点
で
ベ
ア
評
価
料
を
届
け
出

て
い
た
保
険
医
療
機
関
、
②
２６

年
度
の
当
該
評
価
料
算
定
月
時

点
の
基
本
給
等
の
合
計
と
２４
年

３
月
時
点
の
給
与
体
系
に
当
て

　

現
行
の
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制

整
備
加
算
（
以
下
、
医
Ｄ
Ｘ
加

算
）
及
び
医
療
情
報
取
得
加
算

が
廃
止
さ
れ
、
初
診
料
・
再
診

料
・
外
来
診
療
料
に
新
設
さ
れ

た
「
電
子
的
診
療
情
報
連
携
体

制
整
備
加
算
」
の
算
定
要
件
と

施
設
基
準
も
判
明
し
た
。
当
該

点
数
の
届
出
を
行
っ
た
医
療
機

関
で
は
、
再
診
料
の
「
明
細
書

発
行
体
制
等
加
算
」
が
算
定
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

電
子
的
診
療
情
報
連
携
体
制

整
備
加
算
は
、
医
科
点
数
表
に

お
い
て
は
１
～
３
の
３
段
階
が

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
番
高

い
点
数
で
あ
る
「
１
」
を
算
定

す
る
に
は
、
厚
労
省
の
定
め
る

要
件
を
満
た
す
電
子
カ
ル
テ
を

有
し
て
い
る
こ
と
、
電
子
処
方

箋
を
発
行
す
る
体
制
又
は
調
剤

情
報
を
電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー

ビ
ス
に
登
録
す
る
体
制
を
有
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
①
電
子

カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
す
る
体
制
を
持
つ
、
②
地

域
の
複
数
の
医
療
機
関
間
で
検

査
結
果
や
画
像
情
報
等
を
含
む

診
療
情
報
を
共
有
又
は
閲
覧
で

き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す

る
体
制
を
持
つ
、
③
診
療
情
報

提
供
料
（
Ⅰ
）
の
検
査
・
画
像

情
報
提
供
加
算
又
は
電
子
的
診

療
情
報
評
価
料
の
届
出
及
び
院

内
掲
示
を
行
っ
て
い
る
―
の
う

ち
①
を
満
た
す
か
、
②
及
び
③

を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
運
用

の
始
ま
っ
て
い
な
い
①
に
つ
い

て
は
当
面
の
間
基
準
を
満
た
す

も
の
と
み
な
さ
れ
る
が
、
運
用

が
始
ま
っ
た
際
は
速
や
か
に
導

入
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
医
Ｄ
Ｘ
加
算
で
は
加

算
の
区
分
ご
と
に
求
め
ら
れ
る

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
の
実

績
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
電
子

的
診
療
情
報
連
携
体
制
整
備
加

算
に
お
い
て
は
「
３０
％
以
上
」

に
一
本
化
さ
れ
、
現
行
の
医
Ｄ

Ｘ
加
算
３
・
６
の
要
件
に
揃
え

ら
れ
た
形
だ
。

　

な
お
、
医
Ｄ
Ｘ
加
算
を
届
け

出
て
い
る
医
療
機
関
で
あ
っ
て

も
、
６
月
以
降
に
電
子
的
診
療

情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
を
算

定
す
る
に
は
改
め
て
届
出
が
必

要
と
な
る
。

生
活
習
慣
病
管
理
料

療
養
計
画
書
の
患
者

署
名
欄
は
削
除

　

生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）
は
療
養
計
画
書
の
様
式
が

見
直
さ
れ
、
初
回
用
と
継
続
用

で
書
式
が
統
合
さ
れ
た
ほ
か
、

患
者
の
署
名
欄
が
削
除
。
算
定

に
あ
た
り
患
者
の
同
意
は
必
要

だ
が
、
署
名
は
不
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
現
行
の
外
来
デ
ー
タ

提
出
加
算
（
５０
点
）
が
「
充
実

管
理
加
算
」
に
再
編
さ
れ
る
。

疾
病
ご
と
に
３
段
階
の
点
数
と

な
る
が
、
現
行
の
外
来
デ
ー
タ

提
出
加
算
を
届
け
出
て
い
る
医

療
機
関
は
、
６
月
以
降
は
新
た

に
届
け
出
る
こ
と
な
く
「
充
実

管
理
加
算
３
（
１０
点
）
」
を
算

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

も
要
届
出
。
改
定
に
伴
い
届
出

が
必
要
な
点
数
に
つ
い
て
は
５

月
７
日
か
ら
６
月
１
日
（
必
着
）

ま
で
に
届
出
が
受
理
さ
れ
れ

ば
、
６
月
１
日
か
ら
算
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
機

能
強
化
加
算
や
、
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
は
１
年
間
の
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
現
時

点
で
届
出
の
必
要
は
な
い
。

　

こ
の
他
、
点
数
表
の
変
更
点

や
届
出
の
要
否
は
今
後
発
行
の

『
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
』

に
掲
載
予
定
の
た
め
、
そ
ち
ら

で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。
同

テ
キ
ス
ト
は
４
月
１３
日
の
週
に

は
医
科
会
員
の
手
元
に
届
く
予

定
だ
。

は
め
た
場
合
と
比
較
し
て
５
・

５
％
（
看
護
補
助
者
、
事
務
職

員
は
８
％
）
に
相
当
す
る
水
準

以
上
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
行
っ

た
保
険
医
療
機
関
等
（
表
１
）

と
さ
れ
た
。
２５
年
度
ま
で
に
ベ

ア
評
価
料
を
届
け
出
て
い
な
か

っ
た
医
療
機
関
で
あ
っ
て
も
、

②
の
要
件
を
満
た
せ
ば
通
常
よ

り
高
い
点
数
を
算
定
で
き
る
。

　

ま
た
、
新
規
届
出
時
と
毎
年

６
月
に
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い

た
「
賃
金
改
善
計
画
書
」
が
今

次
改
定
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
一

入
院
入
院

入
院
料
は
継
続
的
な
賃

入
院
料
は
継
続
的
な
賃

上
げ
が
な
け
れ
ば
減
算

上
げ
が
な
け
れ
ば
減
算

　

入
院
点
数
で
は
継
続
的
に
賃

上
げ
を
行
っ
て
い
な
い
医
療
機

関
に
お
い
て
は
、
入
院
基
本
料

及
び
特
定
入
院
料
を
減
算
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。
以
下
の
①
～

⑤
の
い
ず
れ
か
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
、
入
院
料
ご
と
に
定
め
ら

れ
た
点
数
を
減
算
す
る
。

　

①
２６
年
３
月
３１
日
ま
で
に
入

院
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
入

院
ベ
ア
評
価
料
）
を
届
け
出
て

い
る
保
険
医
療
機
関
、
②
２６
年

度
の
当
該
評
価
料
算
定
月
時
点

の
基
本
給
等
の
合
計
と
２４
年
３

月
時
点
の
給
与
体
系
に
当
て
は

め
た
場
合
と
比
較
し
て
５
・
５

％
（
看
護
補
助
者
、
事
務
職
員

は
８
％
）
に
相
当
す
る
水
準
以

方
で
新
た
に
、
当
該
年
度
の
賃

金
改
善
実
施
状
況
を
報
告
す
る

「
賃
金
改
善
中
間
報
告
書
」
を

毎
年
８
月
に
報
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
既
存
の「
賃

金
改
善
実
施
報
告
書
」
と
同
時

期
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
今
次
改
定
よ
り
ベ
ア

評
価
料
は
「
１
日
に
つ
き
」
の

規
定
が
廃
止
さ
れ
た
。
改
定
以

降
は
同
日
再
診
料
や
２
科
目
初

（
再
）
診
料
を
算
定
し
た
場
合

で
も
、
そ
の
都
度
算
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

た
。在

医
総
管
・
施
設
総
管

施
設
基
準
満
た
さ
な

け
れ
ば
「
月
２
回
の

訪
問
」が
算
定
不
可
に

　

既
報
の
通
り
、
在
宅
時
医
学

総
合
管
理
料
及
び
施
設
入
居
時

等
医
学
総
合
管
理
料
（
以
下
、

在
医
総
管
等
）
で
は
「
月
２
回

以
上
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る

場
合
（
難
病
等
を
除
く
）」
は

施
設
基
準
を
満
た
せ
な
け
れ
ば

算
定
が
で
き
な
く
な
る
。

　

告
示
・
通
知
で
示
さ
れ
た
施

設
基
準
は
、
①
直
近
３
カ
月
に

在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
を
月
２

回
以
上
算
定
す
る
患
者
の
延
べ

診
療
月
数
が
３０
月
未
満
で
あ
る

こ
と
、
②
直
近
３
カ
月
に
在
宅

患
者
訪
問
診
療
料
を
月
２
回
以

上
算
定
す
る
患
者
の
延
べ
診
療

月
数
が
３０
月
以
上
で
あ
り
、
表

２
で
示
し
た
計
算
の
結
果
が
２０

％
以
上
で
あ
る
こ
と
。
①
か
②

の
い
ず
れ
か
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
、
当
該
点
数
は
算
定
で
き
な

く
な
る
。
毎
年
２
月
、
５
月
、

８
月
、
１１
月
に
適
否
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。

上
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
行
っ
た

保
険
医
療
機
関
等
、
③
２６
年
３

月
３１
日
ま
で
に
外
来
・
在
宅
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅱ
）を
届

け
出
て
い
る
有
床
診
療
所
、
④

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
（
Ⅰ
）の
み
を
届
け
出
て
い

る
医
療
機
関
で
、
２６
年
度
の
対

象
職
員
の
基
本
給
等
の
合
計
が

２４
年
度
３
月
時
点
の
給
与
体
系

に
当
て
は
め
た
場
合
と
比
較
し

た
際
に
２
・
３
％
に
相
当
す
る

水
準
以
上
の
ベ
ア
等
を
行
っ
た

有
床
診
療
所
、
⑤
２６
年
６
月
１

日
以
降
に
新
規
開
設
し
た
保
険

医
療
機
関
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

は
改
め
て
届
出
が
必
要

５
月
７
日
か
ら
受
付

　

今
次
改
定
に
お
い
て
新
設
さ

れ
た
電
子
的
診
療
情
報
連
携
体

制
整
備
加
算
等
は
、
６
月
か
ら

の
算
定
に
あ
た
り
届
出
が
必
要

と
な
る
。
施
設
基
準
が
改
め
ら

れ
た
ベ
ア
評
価
料
及
び
入
院
ベ

ア
評
価
料
も
、
改
め
て
届
出
が

必
要
。
継
続
し
て
賃
上
げ
を
行

っ
て
い
る
医
療
機
関
に
該
当
す

る
場
合
も
併
せ
て
届
出
が
必
要

だ
。
在
医
総
管
等
や
、
自
院
に

お
い
て
普
段
か
ら
訪
問
診
療
を

行
う
医
師
が
往
診
す
る
体
制
を

有
し
て
い
る
連
携
強
化
型
の
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
に
つ
い
て

　

３
月
５
日
、
厚
生
労
働
省
は
点
数
表
を
告
示
。
同
日
に
留
意
事
項
通

知
及
び
基
本
診
療
料
・
特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
に
関
す
る
告
示
・
通

知
が
発
出
さ
れ
、
本
年
６
月
１
日
施
行
の
診
療
報
酬
改
定
の
全
貌
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。以
下
に
影
響
の
大
き
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
紹
介
す
る
。

① 2026年3月31日時点において各種ベースアップ評価料を届け出ていた
医療機関

② 2026年度の対象職員（医師及び歯科医師を除く）の、当該評価料を算定す
る月時点の基本給等を合計し、当該対象職員を2024年3月時点の給与
体系に当てはめた場合と比較した場合に、5.5％（看護補助者、事務職
員については、8％）に相当する水準以上のベア等を行った医療機関

③ 2027年度の対象職員（医師及び歯科医師を除く）の、当該評価料を算定
する月時点の基本給等を合計し、当該対象職員を2024年3月時点の給
与体系に当てはめた場合と比較した場合に、8.7％（看護補助者、事務職
員については、13.7％）に相当する水準以上のベア等を行った医療機関

〈表1〉「継続的に賃上げを行う医療機関」の定義

医科

〈表2〉 在医総管・施設総管の「月2回以上訪問」に係る施設基準

定
が
可
能
と
な
る
。

電
子
的
歯
科
診
療
情
報

連
携
体
制
整
備
加
算

が
新
設

医
情
・
医
Ｄ
Ｘ
加
算
は

廃
止

　

今
次
改
定
で
、
医
療
情
報
取

得
加
算
（
医
情
）お
よ
び
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
（
医
Ｄ

Ｘ
加
算
）
が
廃
止
さ
れ
る
。そ
れ

に
伴
い
新
設
さ
れ
る
電
子
的
歯

科
診
療
情
報
連
携
体
制
整
備
加

算
１
・
２
の
施
設
基
準
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
同
加
算
２
の
施

設
基
準
は
①
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

を
行
っ
て
い
る
、②
明
細
書
を

無
償
発
行
し
て
い
る
、
③
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
う
体
制

を
有
し
て
い
る
、④
同
加
算
を

算
定
す
る
月
の
３
カ
月
前
の
レ

セ
プ
ト
件
数
ベ
ー
ス
マ
イ
ナ
保

険
証
利
用
率
が
３０
％
以
上
で
あ

る
、⑤
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル（
４
面
へ
）

　

既
報
の
通
り
、
今
次
改
定
で

特
に
影
響
が
大
き
い
も
の
と
し

て
は
歯
科
疾
患
管
理
料（
歯
管
）

１
０
０
点
が
９０
点
（
初
診
月
・

再
診
月
と
も
に
）
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
管
理
料
は
「
継
続
的
管
理

を
必
要
と
す
る
歯
科
疾
患
を
有

す
る
患
者
」
と
さ
れ
て
お
り
、

継
続
治
療
が
必
要
な
ほ
と
ん
ど

の
患
者
に
算
定
さ
れ
て
い
る
点

数
で
あ
る
た
め
、
点
数
引
き
下

げ
の
影
響
は
甚
大
だ
。
た
だ
し
、

算
定
対
象
が
拡
大
さ
れ
る
。「
有

床
義
歯
に
係
る
治
療
の
み
を
行

う
患
者
（
有
床
義
歯
を
原
因
と

す
る
疾
患
に
係
る
治
療
を
含

む
）」
に
対
し
て
も
歯
管
の
算

歯
管
、
算
定
対
象
拡
大
も

歯
管
、
算
定
対
象
拡
大
も

点
数
は
引
き
下
げ

点
数
は
引
き
下
げ

歯科
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（
３
面
か
ら
）
の
医
療
情
報
等
に

基
づ
き
患
者
か
ら
の
健
康
管
理

に
係
る
相
談
に
応
じ
る
体
制
を

有
し
て
い
る
、
⑥
医
療
Ｄ
Ｘ
加

算
を
通
じ
て
質
の
高
い
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
旨
等
を
院
内
掲
示
・
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
こ

と
―
と
な
る
。
ま
た
同
加
算
１

の
施
設
基
準
は
①
～
⑥
に
加
え

て
、
⑦
電
子
処
方
箋
を
発
行
ま

た
は
調
剤
情
報
を
電
子
処
方
箋

管
理
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る
体

制
を
有
し
て
い
る
、
⑧
電
子
カ

ル
テ
を
有
し
て
い
る
、
⑨
電
子

カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
取
得
さ
れ
る
診
療
情
報
等

を
活
用
す
る
体
制
を
有
し
て
い

る
等
―
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
医
Ｄ
Ｘ
加
算
の
既
届

出
医
療
機
関
で
あ
っ
て
も
６
月

以
降
に
電
子
的
歯
科
診
療
情
報

連
携
体
制
整
備
加
算
を
算
定
す

る
に
は
、
改
め
て
の
届
出
が
必

要
と
な
る
の
で
ご
留
意
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
当
該
点
数
の
届

出
を
行
っ
た
医
療
機
関
で
は
、

再
診
料
へ
の
加
算
点
数
で
あ
る

明
細
書
発
行
体
制
等
加
算
を
算

定
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

こ
と
、
④
当
該
指
導
を
行
う
歯

科
衛
生
士
の
処
遇
の
改
善
に
係

る
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

―
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
①
に
つ
い
て
は
２

０
２
７
年
５
月
３１
日
ま
で
は
経

過
措
置
期
間
と
さ
れ
、
こ
の
期

間
内
に
当
該
研
修
の
受
講
が
必

要
と
な
る
。
当
研
修
に
つ
い
て

は
後
日
、
協
会
で
実
施
予
定
。

義
管
と
歯
リ
ハ
１
の

併
算
定
可

　

新
製
有
床
義
歯
管
理
料
（
義

管
）
の
算
定
単
位
が
今
次
改
定

で
１
口
腔
単
位
か
ら
１
装
置
単

位
に
変
更
さ
れ
、
局
部
義
歯
・

総
義
歯
い
ず
れ
の
場
合
も
１
４

０
点
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
現
在
は
義
管
を
算
定
し

た
月
に
、
当
該
義
歯
の
調
整
ま

た
は
指
導
を
行
っ
た
場
合
に
は

歯
科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
料
１
（
歯
リ
ハ
１
）
の
算
定

は
不
可
の
取
扱
い
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
次
改
定
で
義
管
と
歯

リ
ハ
１
が
同
日
で
あ
っ
て
も
そ

れ
ぞ
れ
算
定
可
能
と
な
る
。

保
団
連
・
協
会
要
望

が
実
っ
た
項
目
も

　

麻
酔
薬
材
料
の
算
定
対
象
が

拡
大
さ
れ
、
歯
髄
温
存
療
法
（
Ａ

Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
・
直
接
歯
髄
保
護
処

置
（
直
Ｐ
Ｃ
ａ
ｐ
）・
生
活
歯
歯

冠
形
成
（
生
Ｐ
Ｚ
）
に
対
し
て

も
麻
酔
薬
材
料
が
算
定
で
き
る

扱
い
と
な
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の「
咬
合
支
持
要

件
」
の
撤
廃
、
歯
周
病
安
定
期

治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
と
歯
周
病
重
症

化
予
防
治
療
（
Ｐ
重
防
）
の
統

一
な
ど
は
い
ず
れ
も
保
団
連
・

協
会
が
厚
労
省
に
是
正
要
求
し

て
い
た
内
容
で
あ
り
、
要
求
が

一
定
実
っ
た
格
好
と
な
っ
た
。

６
月
１
日
算
定
の
場

合
、
届
出
期
間
は
５

月
７
日
～
６
月
１
日

（
必
着
）

　

既
報
の
通
り
、
今
次
改
定
は

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
今
年
６
月
１
日
か

ら
施
設
基
準
の
あ
る
点
数
算
定

を
行
う
場
合
に
は
、
５
月
７
日

か
ら
６
月
１
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
保
険
医
療
機
関
の
所
在
地

の
地
方
厚
生
局
長
（
関
東
信
越

厚
生
局
神
奈
川
事
務
所
）
へ
届

け
出
が
必
要
な
の
で
ご
留
意
い

た
だ
き
た
い（
表
４
・
５
・
６
）
。

施
設
療
養
患
者
へ
の
対
応
を
含

む
も
の
で
あ
る
こ
と
）
に
係
る

研
修
を
受
講
し
た
歯
科
衛
生
士

が
１
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
②
口
腔
機
能
実
地
指
導

を
実
施
す
る
時
間
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
③
②
の
時
間
に

お
い
て
は
、
口
腔
機
能
実
地
指

導
を
実
施
す
る
た
め
の
歯
科
用

ユ
ニ
ッ
ト
が
確
保
さ
れ
て
い
る

属
接
着
性
プ
ラ
イ
マ
ー
処
理
等

を
行
っ
た
幅
２
・
０
㎜
以
上
、

厚
さ
１
・
０
㎜
以
上
の
歯
科
用

金
属
芯
を
有
床
義
歯
に
埋
入
し

た
場
合
に
算
定
（
歯
科
医
師
が

埋
入
し
た
場
合
は
算
定
不
可
）

す
る
こ
と
と
な
る
。

【
新
設
】
歯
科
技
工

所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支

援
料（
１
装
置
に
つ
き
）

　

新
設
の
「
歯
科
技
工
所
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
支
援
料
」
は
、
１
装

置
に
つ
き
１５
点
（
２
０
２
７
年

６
月
以
降
は
３０
点
）
と
な
っ
て

お
り
、
当
該
点
数
に
よ
る
収
入

に
つ
い
て
は
「
全
て
歯
科
技
工

士
の
賃
上
げ
に
充
当
す
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
基
準
（
要
届
出
）
も
設

け
ら
れ
て
お
り
、
①
歯
科
技
工

所
に
補
綴
物
等
の
製
作
等
を
委

託
し
て
お
り
、
当
該
歯
科
技
工

所
の
歯
科
技
工
士
の
賃
上
げ

等
、
補
綴
物
の
製
作
を
後
方
か

ら
支
援
す
る
保
険
医
療
機
関
で

あ
る
こ
と
、
②
当
該
保
険
医
療

機
関
は
当
該
支
援
料
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
製
作
等
を
委
託
す
る

歯
科
技
工
所
が
当
該
支
援
料
に

よ
る
賃
金
改
善
の
意
向
を
有
す

る
場
合
に
、
当
該
歯
科
技
工
所

と
連
携
の
上
で
届
出
を
行
う
と

と
も
に
、
当
該
支
援
料
を
全
て

歯
科
技
工
所
へ
の
委
託
費
の
増

額
に
充
て
る
こ
と
―
の
２
点
を

満
た
し
て
届
出
を
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

な
お
、
毎
年
８
月
定
例
報
告

で
は
実
績
報
告
書
を
関
東
信
越

厚
生
局
神
奈
川
事
務
所
へ
提
出

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
留
意
さ

れ
た
い
。

①電子的歯科診療情報連携体制整備加算
②口腔機能実地指導料（※1）

③ 歯科訪問診療料の注7に規定する基準
（歯科訪問診療4・5）
④ 歯科外来・在宅ベースアップ評価料
（Ⅰ）の注5に関する施設基準（※2）

⑤ 歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）
の注5及び注6に関する施設基準（※2）

⑥歯科技工所ベースアップ支援料

（※1）研修については経過措置あり
（※2） 継続して賃上げに係る取り組みを実施

した保険医療機関が届出可能。

〈表4〉主な新設点数の施設基準（届出が必要）

①歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）
②歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）

〈表5〉 主な施設基準の変更
　　　（既届出医療機関は再度の届出が必要）

① 初診料（歯科）の注1に掲げる基準
（歯初診）

②地域歯科診療支援病院歯科初診料
③在宅療養支援歯科診療所1
④在宅療養支援歯科診療所2
⑤在宅療養支援歯科病院
⑥ 歯科疾患在宅療養管理料の注7、在
宅患者訪問口腔リハビリテーショ
ン指導管理料の注8及び小児在宅患
者訪問口腔リハビリテーション指
導管理料の注8に規定する在宅歯科
医療情報連携加算

⑦歯科技工士連携加算1
⑧歯科技工士連携加算2

〈表6〉 主な施設基準の変更
　　　（既届出医療機関は再度の届出不要）

【
新
設
】
歯
周
病

継
続
支
援
治
療

　

今
次
改
定
で
歯
周
病
安
定
期

治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
と
歯
周
病
重

症
化
予
防
治
療
（
Ｐ
重
防
）
が

統
合
さ
れ
て
歯
周
病
継
続
支
援

治
療
に
再
編
さ
れ
る
。

　

歯
周
病
継
続
支
援
治
療
に
つ

い
て
は
２
回
目
以
降
の
歯
周
病

検
査
（
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
後
の
検

査
）
結
果
に
お
い
て
、
①
歯
周

組
織
の
多
く
の
部
分
は
健
康
で

あ
る
が
、
一
部
分
に
病
変
の
進

行
が
停
止
し
症
状
が
安
定
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
４
㎜
以
上

の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
認
め
ら
れ

る
状
態
、
②
全
て
の
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
が
４
㎜
未
満
だ
が
、
部
分

的
な
歯
肉
の
炎
症
ま
た
は
プ
ロ

ー
ビ
ン
グ
時
の
出
血
が
認
め
ら

れ
る
状
態
―
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
歯
管
、
歯
科
特
定
疾
患

療
養
管
理
料
（
特
疾
管
）
、
周

術
期
等
口
腔
機
能
管
理
料
Ⅰ
・

Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
、
回
復
期
等
口
腔

機
能
管
理
料
ま
た
は
歯
科
疾
患

在
宅
療
養
管
理
料
（
歯
在
管
）

の
算
定
患
者
が
対
象
と
な
る
。

　

な
お
、
２
回
目
以
降
の
歯
周

病
継
続
支
援
治
療
の
算
定
に
つ

い
て
は
、
原
則
前
回
実
施
月
の

３
カ
月
目
以
降
に
月
１
回
に
限

り
算
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

治
療
期
間
の
短
縮
が
必
要
と
さ

れ
る
場
合
や
小
児
口
腔
機
能
管

理
料
の
注
５
に
規
定
す
る
施
設

基
準
（
口
管
強
）
届
出
医
療
機
関

は
こ
の
限
り
で
は
な
く
毎
月
算

定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

健
診
等
に
関
す
る

疾
病
治
療
に
お
け
る

扱
い
が
明
確
に

　

今
次
改
定
で
、
健
診
等
に
関

す
る
疾
病
に
対
し
て
、
健
診
等

を
実
施
し
た
保
険
医
の
属
す
る

保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、
同

日
に
１
回
の
受
診
で
保
険
診
療

を
行
う
場
合
の
初
診
料
お
よ
び

再
診
料
は
算
定
で
き
な
い
こ
と

が
明
記
さ
れ
た
。
な
お
、
別
日

に
保
険
診
療
を
行
う
場
合
に
は

初
診
料
は
算
定
で
き
な
い
が
、

再
診
料
を
算
定
す
る
こ
と
は
で

き
る
。

歯
初
診
の
施
設
基
準

研
修
に
「
抗
菌
薬
の

適
正
使
用
」
が
追
加

　

初
診
料
の
注
１
に
規
定
す
る

施
設
基
準
（
歯
初
診
）
の
施
設

基
準
研
修
で
あ
る
「
歯
科
外
来

診
療
の
院
内
感
染
防
止
対
策
に

係
る
標
準
予
防
策
及
び
新
興
感

染
症
に
対
す
る
対
策
」
に
、「
抗

菌
薬
の
適
正
使
用
」
が
追
加
さ

れ
る
。
同
施
設
基
準
の
既
届
医

療
機
関
に
お
い
て
は
再
度
の
届

出
は
不
要
と
な
っ
て
い
る
。

【
新
設
】
口
腔
機
能

実
地
指
導
料

　

既
報
の
通
り
、
歯
科
衛
生
実

地
指
導
料
へ
の
加
算
点
数
だ
っ

た
口
腔
機
能
指
導
加
算
が
口
腔

機
能
実
地
指
導
料
に
再
編
さ
れ

る
。
同
点
数
の
算
定
要
件
は
口

腔
機
能
指
導
加
算
と
ほ
ぼ
同
様

だ
が
、
算
定
時
に
は
患
者
へ
の

指
導
内
容
等
を
記
載
し
た
文
書

提
供
（
初
回
算
定
時
・
以
降
は

原
則
６
カ
月
に
１
回
以
上
の
頻

度
）
が
必
要
と
な
り
、
か
つ
施
設

基
準（
要
届
出
）
が
定
め
ら
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
歯
科
医
師

ま
た
は
歯
科
衛
生
士
を
主
体
と

す
る
団
体
又
は
学
会
等
が
主
催

す
る
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
及

び
口
腔
機
能
低
下
症
の
概
要
、

検
査
法
、
訓
練
法
及
び
実
地
指

導
方
法
等
（
入
院
患
者
や
在
宅
・

【
新
設
】
チ
タ
ン
ブ

リ
ッ
ジ

　

新
設
の
「
チ
タ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」

は
、
純
チ
タ
ン
２
種
を
用
い
た

全
部
鋳
造
方
式
で
製
作
す
る
、

１
歯
中
間
欠
損
部
に
対
す
る
ポ

ン
テ
ィ
ッ
ク
を
含
む
３
歯
ブ
リ

ッ
ジ
と
な
る
。

【
新
設
】
有
床
義
歯

補
強
加
算

義
歯
破
損
防
止
の
た

め
の
歯
科
用
金
属
芯

　

新
設
の
「
有
床
義
歯
補
強
加

算
」
は
、
９
歯
以
上
の
有
床
義

歯
及
び
総
義
歯
製
作
に
際
し

て
、
義
歯
の
破
損
防
止
の
た
め

に
歯
科
技
工
士
が
ア
ル
ミ
ナ
・

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
処
理
及
び
金
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嚥
下
障
害
は
耳
鼻
科
？
歯
科
？

嚥
下
障
害
は
耳
鼻
科
？
歯
科
？

多
職
種
連
携
で
健
康
寿
命
延
ば
す

鎌
倉
支
部
研
究
会
を
逗
子
開
催

鎌
倉
支
部
研
究
会
を
逗
子
開
催

下
を
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
進
行
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し

た
。
摂
食
嚥
下
は
▽
食
物
を
認

識
す
る
先
行
期
（
認
知
期
）
、

▽
口
に
含
ん
で
咀
嚼
す
る
口
腔

準
備
期
、
▽
食
塊
形
成
を
行
い
、

舌
を
使
っ
て
喉
へ
送
り
込
む
口

腔
期
、
▽
実
際
に
飲
み
込
ん
で

嚥
下
反
射
を
起
こ
す
咽
頭
期
、

▽
食
道
を
通
る
食
道
期
―
に
分

類
で
き
る
と
し
、
動
画
を
用
い

て
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
で
起
こ
る

問
題
点
の
把
握
と
、
適
切
な
対

処
法
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と

し
た
。　

　

ま
た
、
主
な
検
査
方
法
と
し

て
嚥
下
造
影
検
査
（
Ｖ
Ｆ
）
と

嚥
下
内
視
鏡
検
査
（
Ｖ
Ｅ
）
を

挙
げ
、
そ
の
様
子
を
動
画
で
解

説
。
嚥
下
障
害
が
疑
わ
れ
た
場

合
、
ま
ず
は
耳
鼻
咽
喉
科
に
相

談
し
訪
問
診
療
で
も
可
能
な
Ｖ

Ｅ
を
施
行
し
、
嚥
下
障
害
の
状

態
を
兵
頭
ス
コ
ア
で
評
価
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
た
。
Ｖ

Ｅ
の
結
果
に
問
題
が
あ
っ
た
場

合
は
必
要
に
応
じ
て
Ｖ
Ｆ
を
行

う
こ
と
を
推
奨
し
た
。

　

次
に
、
鎌
倉
市
で
の
嚥
下
障

害
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
。
嚥
下
障
害
の
受
診
先

は
耳
鼻
咽
喉
科
か
歯
科
か
、
リ

ハ
ビ
リ
先
は
ど
こ
か
―
な
ど
、

患
者
の
み
な
ら
ず
医
療
従
事
者

も
悩
ん
で
い
た
２
０
１
８
年

に
、
鎌
倉
市
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
、

自
身
も
会
報
誌
に
て
多
職
種
連

携
の
重
要
性
を
訴
え
た
と
し

た
。
「
最
期
ま
で
口
か
ら
食
べ

る
幸
せ
の
た
め
に
多
職
種
が
で

き
る
こ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

発
足
さ
れ
、
▽
鎌
倉
市
医
師
会

役
員
と
し
て
鎌
倉
市
歯
科
医
師

会
役
員
と
診
療
連
携
で
一
致
し

た
こ
と
、
▽
患
者
家
族
ら
に
も

わ
か
る
嚥
下
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
作
成
、
▽
地
域
放
映
の
テ
レ

ビ
番
組
や
広
報
誌
等
を
通
じ
た

市
民
へ
の
情
報
提
供
―
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
会
員
の
み
な

ら
ず
、
栄
養
士
や
言
語
聴
覚
士

の
参
加
者
か
ら
も
質
問
が
出
さ

れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
と
他
職

種
間
で
の
意
見
交
換
も
み
ら
れ

た
。
な
お
、
本
研
究
会
は
鎌
倉

市
医
師
会
と
逗
葉
医
師
会
の
後

援
を
受
け
て
い
る
。

　

鎌
倉
支
部
は
２
月
９
日
、
支

部
研
究
会
「
最
期
ま
で
口
か
ら

食
べ
る
幸
せ
を
目
指
し
て
―
鎌

倉
市
に
お
け
る
多
職
種
に
よ
る

嚥
下
障
害
へ
の
取
り
組
み
―
」

を
逗
子
・
葉
山
の
会
員
と
の
交

流
を
図
る
た
め
に
逗
子
市
の
池

子
会
館
で
開
催
。
講
師
は
会
員

で
岩
武
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

院

長
の
岩
武
博
也
氏
が
務
め
、
１５

名
が
参
加
し
た
。

　

氏
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代

の
今
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は

嚥
下
障
害
を
早
期
に
発
見
し
、

進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
だ
と

指
摘
。
誤
嚥
性
肺
炎
は
日
本
人

の
死
因
と
し
て
近
年
急
増
し
て

お
り
、
咀
嚼
・
嚥
下
機
能
が
低

下
す
る
高
齢
者
ほ
ど
リ
ス
ク
が

高
い
と
し
た
。
嚥
下
機
能
の
低

講師の岩武氏

医療法人の解散は5年前から計画的に

「税金のメリットもないし、
そろそろ法人を畳もうか」では済まない 現実 現実

「もう医療法人にしておく意味もないし、そろそろ法人を解散して医院を閉め

たい」―。そう語るのは、法人化から15年以上が経過した医療法人のF院長。し

かし、思い通りに進められると思っていた法人解散には、いくつもの壁があった。

■ 資産・負債をゼロにしない限り法人は解散できない

　まず、F院長が驚いたのは「医療法人は資産と負債をゼロにしなければ法

人を閉められない」こと。

　つまり、売却できない資産や残債がある状態では、いつまでも法人を閉め

られない。F院長の場合、福利厚生目的で保有していた地方の別荘が売れず

に残ってしまい、さらに借入金も完済できず、債務超過の状態に。このまま

無理に解散を進めれば、「破産扱い」となる。「税務申告だけが毎年残ってし

まい、いつまでも法人を解散できず、気持ちの区切りがつかない」

■ 解散の申請は原則「年2回」しかできない

　 「解散を決めたのに、次の申請まで半年も待たないといけないなんて……」

　医療法人の解散手続きはいつでもできるわけではない。原則、都道府県に

定められた年2回の申請時期に合わせなければならず、準備が遅れると次回ま

で持ち越しに。

　さらに、医療法人は公益性の高い法人ゆえに、「税金面でメリットがないか

ら」という理由だけでは行政から解散認可を得られないことも。

■「解散個人成り」を戦略的に活用してお金を残す

　院長の体調が悪化してからでは収支管理や資産整理が滞り、解散が進めら

れなくなるリスクが高い。また、院長が急逝した場合、法人の財務状況を把

握できる人がいないと、手続きが一切進まない事態にも陥りうる。

　そうなる前に、戦略的に解散して個人医院へ切り替えることで、法人解散

のハードルを下げるだけでなく、事務的負担（理事会・社員総会・年次報告

など）の軽減、社会保険のコストや消費税負担を減らしながら、閉院を計画

的に行うことができる。

■ 教訓：戦略的な医療法人解散の進め方

1：解散前には法人名義の財産整理が必須

→債務超過では破産清算の扱いになる可能性大。資産超過で解散する必要あり

2：解散申請は原則、年2回のチャンス

→院長が元気で法人に余力があるうちに解散や個人成りを検討するのが理想

3：解散には正当な理由が必要

→税金上の損得ではなく、合理的かつ正当な理由を整えておくことが必要になる

　医療法人の解散は、5年前から計画的に。「閉じようと思ったときに閉じら

れない」状況こそが、院長・家族・スタッフ全員を苦しめる。個人成りも含め、自

分が元気なうちに、いつでも閉じられる準備をしておくことが重要だ。

※ 本稿は当会で開催した医療法人／閉院セミナー（2025年2月21日）講師・柏崎幸一氏（行政

書士法人プロシアス総合法務事務所・代表行政書士）によるものです。医療法人の解散・閉

院に関するご相談は税対経営部まで（ ℡ 045-313-2111）。

【経営編】

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的

に
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の

か
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
。
筆
者
は
、
白
衣
高
血
圧

と
診
断
さ
れ
て
い
た
人
が
治
療

を
う
け
ず
に
脳
血
管
障
害
や
妊

娠
高
血
圧
で
母
体
搬
送
さ
れ
る

と
い
う
３
症
例
を
経
験
し
た
。

白
衣
高
血
圧
の
診
断
は
家
庭
血

圧
の
み
で
は
不
十
分
な
場
合
が

あ
り
、
自
由
行
動
下
血
圧
測
定

（
Ａ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）
ま
で
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
。
高
齢
者
や
著
し

く
外
来
血
圧
が
高
い
白
衣
高
血

圧
症
例
は
リ
ス
ク
が
高
い
。
妊

婦
の
白
衣
高
血
圧
の
評
価
は
と

り
わ
け
重
要
で
あ
り
、
Ａ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
ま
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
私
見
で
あ
る
が
、
降
圧

治
療
中
に
診
察
室
血
圧
の
み
が

高
い
「
白
衣
現
象
」
の
場
合
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
脳
心
血
管
病

イ
ベ
ン
ト
発
生
リ
ス
ク
に
な
ら

な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

症
例
ベ
ー
ス
で
は
同
様
に
リ
ス

ク
と
な
り
う
る
た
め
慎
重
な
フ

ォ
ロ
ー
が
必
要
と
考
え
る
。

研
究
部
は
１２
月
１３
日
、
臨
床

懇
話
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
で
開
催
。
さ
い
た
ま
赤

十
字
病
院

総
合
臨
床
内
科

部

長
・
江
口
和
男
氏
が
講
演
し
、

１
０
５
名
が
参
加
し
た
。事
後

抄
録
を
掲
載
す
る
。

　

今
年
８
月
に
日
本
高
血
圧
学

会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
訂
さ

れ
、「
血
圧
管
理
・
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
２
０
２
５
」
と
名
称

も
変
更
さ
れ
た
。
高
血
圧
の
基

準
は
従
来
通
り
診
察
室
血
圧

≧

１
４
０m

m
H

g

か
つ
／
ま

た
は≧

９０m
m

H
g

、
家
庭
血

圧≧

１
３
５m

m
H

g

か
つ
／

ま
た
は≧

８５m
m

H
g

で
あ
る

が
、降
圧
目
標
は
年
齢
、
病
態
、

合
併
症
に
か
か
わ
ら
ず
原
則
的

に
診
察
室
血
圧
１
３
０
／
８０

m
m

H
g

未
満
、
家
庭
血
圧
は
１

２
５
／
７５m

m
H

g

未
満
と
な
っ

た
。
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
試
験
、
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
試
験
な
ど
の
臨
床
試
験

お
よ
び
種
々
の
メ
タ
解
析
の
結

果
か
ら
、
超
高
齢
者
も
含
め
て
、

積
極
的
治
療
の
心
血
管
イ
ベ
ン

ト
抑
制
効
果
が
支
持
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
積
極
的
降
圧
治
療

に
伴
う
有
害
事
象
は
有
意
に
増

え
る
た
め
個
別
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
腎
機

能
予
後
に
つ
い
て
は
改
善
が
な

い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
上
記
降
圧
治
療
目

標
は
診
察
室
血
圧
、
家
庭
血
圧

両
方
下
げ
る
の
か
、
片
方
で
い

い
の
か
、
ま
た
こ
の
降
圧
目
標

に
お
い
て
白
衣
高
血
圧
（
白
衣

現
象
）
に
つ
い
て
ど
う
扱
う
の

か
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。

　

日
常
診
療
で
、
白
衣
高
血
圧

（
白
衣
現
象
）
を
示
す
患
者
は

多
い
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
て
、

白
衣
高
血
圧
に
つ
い
て
、
非
高

血
圧
と
比
較
し
た
場
合
に
は
、

白
衣
高
血
圧
は
将
来
的
な
脳
心

血
管
病
イ
ベ
ン
ト
発
生
リ
ス
ク

が
高
い
た
め
、
注
意
深
い
フ
ォ

ロ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら

臨
床
懇
話
会

高
血
圧
管
理
・
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
２
５
の
降
圧
目
標
値
は
適
切
か

一
般
医
家
の
視
点
か
ら

事後抄録

講師の江口氏

事前予約も承ります。 地域医療対策部へ
ご連絡ください（℡ 045-313-2111）

医療ソーシャルワーカーが相談に応じます
治療費や保険証のことでお困りの患者さんが
おられましたら、 お気軽にご連絡ください。
※通話料がかかります。

医療費相談室のご案内
          ℡  045-313-2225
次回の相談日

4 月15日（水）午後 2 時～ 5 時

相
談
無
料

使える制度があるか

聞いてみよう！

子育て支援リーフレット子育て支援リーフレット

注文受付中注文受付中
　子育て中のお母さんが抱　子育て中のお母さんが抱

える育児不安・ストレスのえる育児不安・ストレスの

悩みを相談できる窓口を案悩みを相談できる窓口を案

内。ぜひ配布にご協力くだ内。ぜひ配布にご協力くだ

さい。さい。

　注文無料・地域医療対策　注文無料・地域医療対策

部まで部まで（ （ ℡℡ 045-313-2111）。045-313-2111）。
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3月30日　
　～4月6日

３
月
３０
日
（
月
）

川
崎
支
部
幹
事
会
２０
時
。

３
月
３１
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
１
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０

分
。
財
政
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
２
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。
組

織
部
会
１９
時
。
公
害
環
境
対

策
部
会
１９
時
。

４
月
３
日
（
金
）

保
険
診
療
対
策
部
会
２０
時
。

４
月
５
日
（
日
）

相
模
原
支
部
小
田
原
ハ
イ
キ

ン
グ
１０
時
４５
分
。
歯
科
保
険

診
療
対
策
部
会
１６
時
３０
分
。

４
月
６
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
電
話
等
に
よ
る
再
診
時
に

算
定
で
き
る
加
算
は
あ
り
ま
す

か
？

（
Ａ
）
要
件
を
満
た
せ
ば
、
乳
幼

児
加
算
、
時
間
外
加
算
、
休
日

加
算
、
深
夜
加
算
、
夜
間
・
早

朝
等
加
算
、
時
間
外
対
応
加
算
、

明
細
書
発
行
体
制
等
加
算
が
算

定
で
き
ま
す
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
同
月
内
に
同
じ
病
院
の
別

診
療
科
に
対
し
、
紹
介
状
（
歯

科
）
と
患
者
に
関
す
る
情
報
照

会
を
求
め
る
文
書
状
（
内
科
）
を

書
き
ま
し
た
が
、
こ
の
場
合
は

診
療
情
報
提
供
料
Ⅰ
と
診
療
情

報
等
連
携
共
有
料
１
は
そ
れ
ぞ

れ
算
定
で
き
ま
す
か
？

（
Ａ
）
診
療
情
報
提
供
料
Ⅰ
を
算

定
し
た
月
か
ら
３
月
以
内
に
同

一
の
保
険
医
療
機
関
に
対
し
、

そ
の
患
者
に
つ
い
て
の
診
療
情

報
を
求
め
る
か
提
供
し
た
場

合
、
診
療
情
報
等
連
携
共
有
料

１
は
算
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
今
回
の
よ
う
に
や
む
を

得
な
い
事
情
で
診
療
情
報
提
供

料
Ⅰ
と
診
療
情
報
等
連
携
共
有

料
１
を
同
月
内
に
算
定
す
る
事

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○医
高
田
　
武
夫
氏（
茅
ヶ
崎
市
）

　

２
０
２
５
年
８
月
１３
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
８７
歳
。

○医
中
村
　
和
久
氏

（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

　

２
０
２
６
年
１
月
１３
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７３
歳
。

○歯
山
下
　
正
雄
氏（

横
浜
市
南
区
）

　

２
０
２
６
年
１
月
３１
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
９６
歳
。

○歯
青
根
　
実
氏

（
東
京
都
）

　

２
０
２
６
年
２
月
９
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
６８
歳
。

○医
與
儀
　
實
夫
氏

（
横
浜
市
神
奈
川
区
）

　

２
０
２
６
年
２
月
１１
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７１
歳
。

○歯
遠
藤
　
利
子
氏（

横
浜
市
旭
区
）

　

２
０
２
６
年
２
月
１６
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
９６
歳
。

由
が
生
じ
た
場
合
は
併
算
定
で

き
ず
、
い
ず
れ
か
一
方
の
み
算

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

訃　

報

　

大
正
時
代
、
京
都
・
東
京
を

舞
台
に
実
在
の
作
家
、
女
優
、

文
芸
評
論
家
の
男
女
３
人
が
重

な
り
合
う
青
春
物
語
だ
。
監
督

は
根
岸
吉
太
郎
。
詩
人
・
中
原

中
也
は
木
戸
大
聖
、
新
人
女
優
・

長
谷
川
泰
子
は
広
瀬
す
ず
、
文

芸
評
論
家
・
小
林
秀
雄
は
岡
田

将
生
が
演
じ
る
。

　

こ
の
物
語
が
実
話
で
あ
る
こ

と
は
、
映
画
と
３
人
個
人
そ
れ

ぞ
れ
へ
の
人
間
的
興
味
を
持
た

せ
、
わ
た
し
の
胸
を
深
く
突
き

刺
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
大
正
・

昭
和
に
か
け
て
３
人
の
織
り
な

す
若
者
の
生
き
方
に
、
い
つ
も

と
は
違
う
映
画
へ
の
魅
力
を
感

じ
た
。
今
で
こ
そ
誰
し
も
が
知

っ
て
い
る
３
人
の
名
前
だ
が
、

こ
の
映
画
で
は
無
名
時
代
の
三

角
関
係
と
も
呼
ぶ
べ
き
生
き
方

を
題
材
と
し
て
い
る
。

た
泰
子
は
小
林
の
家
に
移
り
住

ん
だ
が
、
小
林
の
独
占
欲
の
影

響
を
受
け
て
か
、
精
神
病
を
患

う
。
こ
こ
で
は
、
泰
子
の
母
親

が
精
神
病
で
自
殺
し
た
こ
と
を

伏
線
と
し
て
〝
あ
る
場
面
〟
が

描
か
れ
る
。
小
林
は
泰
子
を
支

え
切
れ
ず
、
家
を
去
る
。

　

中
也
は
そ
の
こ
ろ
結
婚
し
て

子
ど
も
を
授
か
っ
た
が
そ
の
子

ど
も
を
亡
く
し
、
自
身
も
結
核

性
脳
膜
炎
で
衰
弱
し
て
ゆ
く
。

中
也
の
死
を
切
っ
掛
け
に
、
泰

子
は
小
林
と
も
別
れ
、
３
人
の

奇
妙
な
三
角
関
係
は
終
焉
を
迎

え
た
。
映
画
全
編
が
大
正
・
昭

和
時
代
を
想
起
さ
せ
る
た
め

に
、
薄
い
セ
ピ
ア
色
に
包
ま
れ
、

雨
の
京
都
の
路
地
、
東
京
・
銀

座
は
独
特
の
色
使
い
が
施
さ
れ

て
い
る
。し
か
し
、中
也
役
の
木

戸
大
聖
は
３
人
の
う
ち
一
人
、

映
画
に
溶
け
込
め
て
お
ら
ず
、

若
す
ぎ
て
力
不
足
を
感
じ
る
。

　

長
谷
川
泰
子
は
生
前
こ
の
３

人
に
つ
い
て
書
籍
に
残
し
て
お

り
、
小
林
も
自
身
の
随
筆
に
何

気
な
く
３
人
の
こ
と
を
記
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　

実
話
故
、
後
ほ
ど
３
人
の
残

し
た
書
籍
な
ど
を
眺
め
て
み
る

の
も
面
白
い
だ
ろ
う
。

　

大
正
１３
年
、
無
名
の
女
優
志

願
者
で
あ
る
長
谷
川
泰
子
は
若

者
の
中
原
中
也
と
出
会
い
、
住

む
と
こ
ろ
も
無
い
泰
子
は
中
原

の
下
宿
先
に
転
が
り
込
み
同
棲

を
始
め
る
。
お
互
い
虚
勢
を
張

り
な
が
ら
、
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た

生
活
が
続
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
二
人
は
東
京
に
引

っ
越
し
、
そ
こ
で
文
芸
評
論
家
・

小
林
秀
雄
と
出
会
う
。
小
林
は

中
也
の
天
才
的
な
詩
の
才
能
を

見
抜
き
、
深
く
付
き
合
う
の
で

あ
る
。

　

２
人
の
文
芸
批
評
と
討
論
を

間
近
に
見
て
、
泰
子
は
嫉
妬
と

取
り
残
さ
れ
た
思
い
を
抱
く
。

次
第
に
小
林
は
泰
子
の
奔
放
な

魅
力
に
惹
か
れ
て
ゆ
き
、
あ
る

日
小
林
は
「
自
分
の
下
宿
に
来

な
い
か
」
と
泰
子
を
誘
う
。
中

也
の
行
動
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

著
名
人
達
の
青
春
の
一
コ
マ

横
須
賀
市

福
本　

義
克

「
ゆ
き
て
か
へ
ら
ぬ
」
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の
配
置
医
で
あ
る
た
め
、
特
養

入
所
中
の
患
者
の
診
療
の
際
に

初
診
料
や
再
診
料
を
算
定
せ
ず

に
処
方
箋
料
を
算
定
し
た
と
こ

ろ
、
基
本
診
療
料
の
算
定
が
な

い
と
返
戻
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
特
記
事
項
「
０９
施
」
の

記
載
及
び
摘
要
欄
に
「
配
」
と

表
示
し
て
診
療
回
数
が
記
載
さ

れ
て
い
る
か
、
今
一
度
ご
確
認

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
記

載
が
な
い
場
合
、
通
常
の
外
来

レ
セ
プ
ト
と
判
断
さ
れ
て
基
本

診
療
料
の
算
定
が
漏
れ
て
い
る

た
め
返
戻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

自
己
注
射
の
患
者
で
も

緊
急
時
は
手
技
料
算
定
可
能

医
科
・
今
月
の
返
戻
相
談
事
例

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
査
定
相
談
事
例
で
あ

り
、
次
月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時

に
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
納
得
で
き
な
い
査
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
再

審
査
請
求
を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
在
宅
自
己
注
射
指
導
管

理
料
を
算
定
し
て
い
る
患
者
が

緊
急
に
外
来
受
診
し
、
自
己
注

射
指
導
管
理
に
係
る
薬
剤
を
当

院
の
医
師
が
注
射
し
た
。
皮
下

注
射
の
手
技
料
と
投
与
し
た
薬

剤
の
費
用
を
算
定
し
た
が
、
レ

セ
プ
ト
へ
の
コ
メ
ン
ト
が
必
要

と
返
戻
さ
れ
た
。
何
を
コ
メ
ン

ト
す
れ
ば
よ
い
か
。

（
Ａ
）
コ
メ
ン
ト
コ
ー
ド
を
用

い
て
「
算
定
理
由
（
在
宅
自
己

注
射
指
導
管
理
料
）

：

緊
急

時
」
と
「
緊
急
受
診
し
た
年
月

日
（
在
宅
自
己
注
射
指
導
管
理

料
）

：

年
月
日
」
を
表
示
・

記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｑ
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

会員からの投稿を随時募集しています！文字数は800字程度。会員からの投稿を随時募集しています！文字数は800字程度。

ご不明点は新聞部まで（ご不明点は新聞部まで（℡℡    045‐313‐2111 045‐313‐2111 FAXFAX 045-313-2113）。 045-313-2113）。

メールアドレス ： kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jpメールアドレス ： kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp

※内容によっては加筆・修正をお願いすることがございますことをご了承ください。※内容によっては加筆・修正をお願いすることがございますことをご了承ください。

「新聞投稿」募集中!「新聞投稿」募集中!

保険医年金保険医年金よくある質問よくある質問
　共済制度の利用にあたって協会に寄せられる「よくある質問」の一部を

掲載する。さらに詳しい説明・ご質問は右記QRコード、または共済部まで。

 （ TEL 045-313-2111）

Q. 現在積み立てている保険医年金の一部分だけを受け取ることは可能ですか。

A. 可能です。ただし、保険医年金は1口単位で積立金額を管理しているため、

金額を指定して解約することはできません。口数を指定して保険を解約い

ただき、その分の積立金額を一括で受け取ることになります。1口ごとの

積立金額は解約書類とともに積立状況の書類を同封いたしますので、そち

らをご確認ください。

Q. 保険医年金の積立中または受給中に死亡した場合、受け取りはどうな

りますか。

A. 保険医年金の加入時または保険医年金の受給開始時に遺族受取人を1名

指定していただきますので、そちらの方に受け取っていただくことに

なります。なお、保険医年金はみなし相続財産として課税の対象にな

ります。また、遺族受取人の確認または変更をご希望の場合は保険医

協会共済部までご連絡ください。

Q. 現在積み立てている保険医年金を受け取りたいです。どのような手続

きが必要ですか。

A. 解約用の申込書の記入が必要です。申込書を送付いたしますので、保

険医協会共済部までお電話にてご連絡ください。なお、受け取り方に

は積立金額を一定期間で分割して受け取る「年金受給」と一括で受け

取る「一時金受取」の2種類があります。受け取り方によって必要な書

類が異なりますので、事前に受取方法をご指定ください。

Q. 現在の保険医年金の積立金額を知りたいです。

A. 積立金額の試算表を送付いたしますので、保険医協会共済部までご連

絡ください。

Q. 保険医年金の保険料は経費になりますか。

A. いいえ、個人の積立年金のため医院の経費にはできません。代わりに、旧

生命保険料控除の対象になります。制度の性質上、個人年金保険料控除の

対象にはできませんのでご注意ください。

保
険
医
協
会
は
、
診
療
報
酬
算
定
や
レ
セ
プ
ト

保
険
医
協
会
は
、
診
療
報
酬
算
定
や
レ
セ
プ
ト

査
定
等
の
質
問
に
、電
話
で
お
答
え
し
ま
す
！

査
定
等
の
質
問
に
、電
話
で
お
答
え
し
ま
す
！
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＊＊ 

診
療
報
酬
改
定
前
後
は
お
電
話
が
混
み
合
う
場
合
が

診
療
報
酬
改
定
前
後
は
お
電
話
が
混
み
合
う
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。。

     

＊＊ 

協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
ご
相
談
の
際
に
は
、

協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
ご
相
談
の
際
に
は
、

増
減
点
連
絡
書
を
お
手
元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連
絡
く
だ

増
減
点
連
絡
書
を
お
手
元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

さ
い
。



よくみる呼吸器疾患の
最新の治療

   ～肺気腫に気管支鏡治療？？
    他いろいろ始まっています～

第642回月例研究会 講演要旨 （2026年3月19日講演）

（毎月３回５の日発行）神 奈 川 県 保 険 医 新 聞
昭和３８年８月２３日
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　次いで最近進歩したインターベンショ

ン治療に挙げられるのは、血痰・喀血に

対する気管支動脈塞栓術（Bronchial artery 

embolization：BAE）である。2024年に初

めて日本呼吸器内視鏡学会から喀血診療

指針が出版され、重症度が分類されて治

療アプローチが明確に示された。それに

より、今まで経験的に行われてきたBAE

が、一定の指針のもとで自信をもって行

えるようになった。特に塞栓材料も以前

よりリスクが低く塞栓効果が高い金属コ

イルを使うようになり、QOL向上のため

の相対的適応の方にも安心して行えるよ

うになった。当院では放射線科でなく呼

吸器内科で塞栓術を行っており、今まで

仕方がないとあきらめていた気管支拡張

症や肺非結核性抗酸菌症などによる繰り

返す血痰・喀血の方にも、積極的に適応

を検討している。また、その指針の中で

も言及されている、気管支鏡的充填術

（Endobronchial Watanabe Spigot：EWS）

も血痰・喀血に対する選択肢の一つであ

る。EWSは手術の困難な気胸などにも有

用な手技であり、BAE・EWSいずれも熟

練の必要なインターベンションであるが、

有用性は高い。

　インターベンション以外での新しい治

療法といえば、近年ネブライザータイプ

の吸入による治療が増えてきている。そ

の中でも肺MAC症に対するリポソーム化

AMK吸入液（アリケイス〇R ）は難治性肺

MAC症に対し一定の評価を確立してい

る。毎日自宅で機器を使って吸入する必

要があり、真面目な人・几帳面な人でな

いと継続が難しいが、選択肢の少なかっ

た領域に新しい風を吹き込んだ。それに

続いて、呼吸器疾患に伴う肺高血圧症に

対するトレプロスト吸入療法や、まれな

疾患ではあるが肺胞蛋白症に対するサル

グマリン吸入療法など、いずれも高価で

手間もかかるが効果が期待できる吸入療

法が多く出てきている。

　最後に、間質性肺炎については治療だ

けでなく診断についても言及したい。　

間質性肺炎は、がんなどの悪性疾患と異

なり、大きな組織を採取して全体の構造

変化を俯瞰することが必要であり、従来

の気管支鏡生検では診断が困難であった。

当院も採算度外視で行っていたクライオ

バイオプシー（経気管支凍結生検法）が

2020年にようやく正式な算定項目となり、

クライオ生検で大きく採取した組織の病

理診断医と、放射線専門医、そして呼吸

器 内 科 専 門 医 の3者 がMulti Disciplinary 

Discussion（ 多 分 野 集 学 的 検 討：MDD）

を行って診断をつけることによって正確

な診断が行われるようになった。この

MDDに関しては、診療報酬への反映が検

討されており、2024年度にも期待された

が残念ながら持ち越しとなっていたもの

で、2026年度は期待できるかもしれない。

　以上、ふだん製薬会社のWEB講演会で

はなかなか接する機会のない新しい呼吸

器領域の治療法、特にインターベンショ

ン治療を中心に、当日は自験例を含めて

共有したい。

神奈川県立循環器呼吸器病センター 呼吸器内科

部長 萩原 恵里氏

方向弁を留置し、肺容量を減量させて呼吸

困難を改善させる、という低侵襲の治療で

ある。留置する弁は、呼気は呼出され吸気

には閉じるようになっていて、無気肺を形

成することで横隔膜の可動性が回復し、息

切れ症状の改善が期待される。適応は％

FEV1（1秒量の予測値）が気管支拡張薬使

用後でも15％以上45％以下の重症COPDが

目安であり、体プレチスモグラフィによる

全肺気量などの測定やCT解析による標的

分析を確認してから慎重に判断する。

　バルブ治療は2023年12月に保険適用と

なり、実質2024年からの始動であり、全

国でもまだ実施可能な施設は限られてい

る。現在神奈川県では聖マリアンナ医大病

院と当院の2施設で実施することができる。

適応をきちんと見定めれば、今まであきら

めていた息切れ症状の改善が期待できる新

しい治療であり、選択肢の一つとして知っ

ておいていただければと思う。

　呼吸器内科にインターベンション？と

感じる先生もいらっしゃるかもしれない。

今まで気管支鏡以外ほとんどなかった呼

吸器内科の分野にも、インターベンショ

ンの波が押し寄せてきている。当院では

2024年に気管支鏡治療センターを開設し、

様々なインターベンションを全国に先駆

けて導入している。ここでは、その中で

も先生方に一番近い呼吸器疾患の一つで

あるCOPD（肺気腫）に対して行われる最

新のインターベンション技術をご紹介し

たい。

　重症COPDには、以前には呼吸器外科に

よる肺容量減量術が行われていたが、術

後リスクが高いこともあり、あまり行

われなくなっていた。その後急速に進

歩 し た の が、気 管 支 鏡 下 肺 容 量 減 量 術

（Bronchoscopic Lung Volume Reduction：

BLVR）、通称“バルブ治療”である。外

科手術に代わって、気管支鏡を用いて過

膨張になっている肺の入口の気管支に一
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研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）
の
単

位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師
会
会
員

の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年
４
月
よ
り

変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記

載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加
時
間

が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

5月10日(日)午前10時～

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

　

当
会
の
「
新
規
指
定
医
講
習
会
」
は
年
６
回
程
度
開
催

し
、
新
規
開
業
さ
れ
た
先
生
方
を
対
象
に
、
①
協
会
紹
介

と
協
会
活
用
方
法
、
②
保
険
医
と
し
て
最
低
限
知
っ
て
お

く
べ
き
保
険
診
療
の
基
礎
ル
ー
ル
、
③
新
規
個
別
指
導
の

概
要
・
対
策
、
④
レ
セ
プ
ト
審
査
の
仕
組
み
と
留
意
点
―

等
を
解
説
い
た
し
ま
す
。
講
師
は
、
保
険
医
協
会
役
員
と

保
険
診
療
対
策
部
員
が
務
め
、
初
歩
的
な
こ
と
か
ら
懇
切

丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象

医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
め
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
７
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込
み
等
は
開
催

月
の
前
月
（
６
月
）
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

4月11日(土)午後6時～ 4月11日(土)午後3時～

臨

床

懇

話

会

　

糖
尿
病
治
療
に
お
い
て
薬
物
療
法
は
進
歩
し
た
が
、
食

事
指
導
は
食
事
と
血
糖
値
が
結
び
付
か
ず
一
般
論
に
終
わ

り
や
す
い
。
食
後
血
糖
推
移
の
個
人
差
を
食
事
管
理
ア
プ

リ
「
グ
ル
コ
ー
ス
フ
ラ
イ
ト
」
で
可
視
化
し
、
実
行
可
能

な
介
入
点
を
提
示
す
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ア
プ
リ
を
使
っ
た

糖
尿
病
診
療
」

講
　
師
　
西
台
駅
前
ま
す
や
ま
内
科
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

増
山　

敦
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７６（
糖
尿
病
）」１
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

平

和

問

題

講

演

会

（
反
核
医
師
の
会
総
会

記
念
講
演
）

　

映
画
「
医
の
倫
理
と
戦
争
」
で
は
７
３
１
部
隊
の
真
実

を
追
い
な
が
ら
、
現
在
の
医
療
現
場
が
抱
え
る
様
々
な
問

題
に
取
り
組
む
医
療
関
係
者
の
今
を
取
材
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
映
画
の
上
映
を
行
う
ほ
か
、
国
際
化
す
る
医
療
現

場
で
の
排
外
主
義
と
、
格
差
や
差
別
が
産
む
戦
争
と
い
う

悲
劇
を
医
療
者
と
し
て
止
め
る
責
任
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
映
画『
医
の
倫
理
と
戦
争
』

の
上
映
会
＆
平
和
問
題

講
演
会
―
国
際
化
す
る
医
療

現
場
か
ら
見
え
て
く
る
排
外

主
義
と
戦
争
の
兆
し
―
」

講
　
師
　
港
町
診
療
所

所
長

沢
田　

貴
志
氏

定
　
員

１
０
０
名

※
映
画
上
映
の
た
め
現
地
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

※
映
画
上
映

：

１５
時
～
１６
時
３０
分

　
講
　
　
演

：

１６
時
３０
分
～
１７
時
１０
分（
質
疑
１０
分
含
む
）

※
１４
時
３０
分
よ
り
、反
核
医
師
の
会
・
総
会
を
行
い
ま
す
。

　
会
員
の
先
生
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

共
　
催
　
核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
／
神
奈
川
県

保
険
医
協
会

お
申
込
み

核
戦
争
防
止
神
奈
川
県
医
師
の
会
（
神
奈
川
県

保
険
医
協
会
事
務
局
内
）

4月17日(金)午後7時30分～ 4月16日(木)午後7時15分～

川

崎

支

部

研

究

会

　

こ
れ
ま
で
私
が
訪
れ
た
欧
州
の
都
市
で
目
に
し
た
「
医

学
の
歴
史
」
を
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
→
中
世
→
ル
ネ
サ

ン
ス
→
科
学
革
命
の
時
代
、
と
時
の
流
れ
に
沿
っ
て
お
話

し
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
欧
州
に
旅
さ
れ
る
予
定
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
聞
き

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
（
カ
ナ
ダ
）
と
ボ

ス
ト
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
も
追
加
す
る
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「『
欧
州
の
医
学
の
歴
史
』

を
訪
ね
る
旅
」

講
　
師
　
協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
所
長

桑
島　

政
臣
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
川
崎
支
部

第
６４３

回

月

例

研

究

会

　

全
身
性
疾
患
で
あ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
病
態
と
薬
物
療

法
の
基
本
、
特
に
外
科
的
手
術
療
法
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
、
開
業
医
が
紹
介
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
周
術
期

の
薬
物
療
法
管
理
で
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
実
践
的
な

視
点
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
関
節
リ
ウ
マ
チ
診
療

up to date

―
生
物
学
的
製
剤
時
代
の

リ
ウ
マ
チ
整
形
外
科
医
―
」

講
　
師
　
横
浜
市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
講
師

針
金　

健
吾
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：
定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
６１
（
関
節
痛
）」１
・
５
単
位

申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
大
正
製
薬
㈱
／
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
研
究
部

4月22日(水)午後7時～
初
診
料
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来
診
療
医
療
安
全

対
策
加
算
（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算（
外
感
染
１
・
２
）の
施
設
基
準
研
修
会

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

　

「
外
安
全
」、「
外
感
染
」
、「
歯
初
診
」
の
施
設
基
準
に
対
応

し
た
研
修
会
で
す
。
研
修
内
容
は
、
①
「
偶
発
症
に
対
す

る
緊
急
時
の
対
応
」
、
②「
医
療
事
故
」
、③「
院
内
感
染
防
止

対
策
に
係
る
標
準
予
防
策
及
び
新
興
感
染
症
に
対
す
る
対

策
（
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
を
含
む
）
」
、
④
「
感
染
経
路
別

予
防
策
（
個
人
防
護
具
の
着
脱
方
法
等
を
含
む
）
及
び
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
対
す
る
対
策
・
発
生

動
向
等
に
関
す
る
研
修
」
で
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の

対
応
、
医
療
事
故
、
院
内
感
染

防
止
対
策
、
感
染
経
路
別

予
防
策
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
対
す
る

対
策
・
発
生
動
向
等
」

講
　
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現

東
京
科
学
大
学
）

　
　
　
　
名
誉
教
授

深
山　

治
久
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

①
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で
き

る
の
は
１
名
様
ま
で
で
す
。
同
じ

医
療
機
関
か
ら
複
数
名
で
お
申
込
み

さ
れ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

②
ご
参
加
の
際
は
、
必
ず
ご
自
身
の
お
名
前
で
ご
登
録
さ

れ
た
登
録
確
認
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ご
登
録
氏
名
と
別
の
方
で
の
ご
参
加
、

同
じ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
複
数
名
の
ご
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
本
研
究
会
は
、
保
険
医
協
会
の
会
員
（
会
員
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
、
会
員
ご
家
族
も
含
む
）
の
み
が
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

④
研
究
会
終
了
後
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
を
受
講
し
、
か
つ
講
演
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
（
※
会
員
本
人
に

限
り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に

は
発
行
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ

い
）
に
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
修
了
証
は
お
申

込
み
時
に
ご
登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

⑤
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
の
未
回

答
の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接

続
ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か

ね
ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確

認
の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
「
医
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
医

療
安
全
管
理
研
修
（
年
に
２
回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）」
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

施設基準
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